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「議会報告」 
相原かずゆき 
第 
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【一般質問内容】 
平成2５年 習志野市議会 第四回定例会 

平成２５年 習志野市議会 第四回定例会が、１１月２５日から１２月２０日まで開かれました。 
一般質問は、１２月３日に行いました。主な内容は、上記の通りです。習志野市ホームページ内 
（市議会 議会中継）においても動画配信をしております。 

１． 公会計制度について 
   ⇒新しい公会計制度のメリットについて 

２． 習志野市こどもセンター（鷺沼）について 
   ⇒今後の対応について 

３． 習志野文化ホールの今後について 
   ⇒平成２５年 第三回 定例会（9月議会）以降の進捗状況について  

「 
質
問 

」 

公
益
財
団
法
人
に
お
い
て 

抜
本
的
な
管
理
形
態
の
見

直
し
は
、
な
ぜ
で
き
な
か
っ

た
の
か
。 

「 

回
答 

」 

公
益
財
団
法
人
習
志
野
文

化
ホ
ー
ル
は
、
設
立
経
緯
か

ら
し
て
、
収
益
の
み
で
管
理

運
営
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
か
ら

の
補
助
金
に
依
存
し
て
い
た
。

よ
っ
て
、
市
に
よ
る
運
営
や

ホ
ー
ル
の
予
約
方
法
の
変
更

な
ど
と
い
っ
た
見
直
し
は
、

こ
の
た
び
の
老
朽
化
対
策
を

検
討
す
る
中
で
、
そ
の
必
要

性
が
認
識
さ
れ
た
。 

「 

質
問 

」 

週
末
な
ど
に
お
い
て
、
一
部

の
団
体
が
減
免
を
受
け
、
且

つ
ホ
ー
ル
を
優
先
し
て
予
約

し
て
い
る
こ
と
が
、
収
益
が

見
込
め
る
興
業
が
予
約
な

ど
と
れ
な
い
原
因
と
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
今
後
、
ど
の

よ
う
に
見
直
し
を
図
る
の
か
。 

「 

回
答 

」 

法
人
の
み
で
は
難
し
い
こ
と 

◎第八回「議会報告会」開催のお知らせ◎ 

議会報告会を通じ、みんなの声を市政に届け、地域に 
おける諸問題を少しでも改善していきたいと考えております。 
是非この機会に、ご友人・知人の方をお誘い合わせの上 、 
         ご参加いただけますようご案内申し上げます。 

★ご要望があれば、出張議会報告会も行います。お気軽に相原携帯までご連絡ください。 
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■所 属 会 派   環境みらい（平成２５年４月１日より環境都市習志野をめざし超党派で結成） 
■所属委員会 〇議会運営委員会 ○総務常任委員会（副委員長） ○農業委員会  
■特別委員会 〇公共施設調査特別委員会 〇一般会計予算特別委員会 

■本紙は再生紙を使用しております。■発行日：平成２６年１月１日 

2月９日 日 

討議資料 

か
ら
、
教
育
委
員
会
も
連
携
、

協
力
す
る
中
で
検
討
し
て
い

く
。
尚
、
ホ
ー
ル
は
一
年
前

か
ら
予
約
を
受
け
付
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
五

年
度
末
を
目
途
に
、
具
体
的

な
見
直
し
案
を
作
成
で
き

る
よ
う
努
め
る
。 

「 

質
問 

」 

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
の
老
朽

化
対
策
の
必
要
性
は
理
解
で

き
た
が
、
市
が
引
き
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
現
在

策
定
中
の
公
共
施
設
再
生

計
画
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ

う
に
整
理
し
て
い
く
の
か
。 

「 

回
答 

」 

本
市
が
運
営
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
は
、
当
然
、
公

の
施
設
と
し
て
、
公
共
施
設

再
生
計
画
の
中
に
組
み
込
め

る
よ
う
、
現
在
、
担
当
部
局

間
で
協
議
し
て
い
る
。 

 

「 

要
望 

」 

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
の
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
利

用
団
体
に
理
解
と
協
力
を

求
め
、
庁
内
及
び
法
人
と
協

議
を
す
す
め
て
頂
き
た
い
。 

こんにちは、相原です。新年を迎え、行政のチェック機関として市議会の役割を今年も
しっかりと果たして参りたいと考えております。さて、今回は、平成２５年 習志野市
議会 第四回定例会の議会報告です。今回の一般質問は、項目として３点です。詳しく
は、本紙面をご参照ください。また、市長提案の議案では、５６億円で習志野市の市有
地＜仲よし幼稚園跡地（ＪＲ津田沼駅南口モリシアの南側にあった土地）＞を売却する
議案が、市議会において賛成多数で可決されました。市議会の中でも多くの場面で審議
を重ねられた議案です。また、ＪＲ津田沼駅南口の学校と人口増加の問題も関連して審
議されました。詳しくは、右記掲載の第８回「議会報告会」においてわかり易く総合的
に説明をしたいと考えております。是非この機会に、お気軽に、ご参加ください。皆様
の御参加を心よりお待ちしております。 
ホームページは、随時情報を更新しておりますので合わせてご覧いただければ幸いです。 

中
面
の
続
き 
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開催時間 

１５：００より受付開始  

   １５：３０～１７：００ 
会場：鷺沼集会所【根神社の下（社務所）】 

今回の一般質問は、単純な見える化の推進ではなく、 
見せられるか！（見せられる化）ということがポイントでした。 



公
会
計
制
度
に
つ
い
て 

 

一
般
質
問 

「 

質
問 

」 

新
し
い
公
会
計
制
度
の 

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

平
成
十
八
年
六
月
に
「  

行
政

改
革
推
進
法
」が
制
定
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
が
資
産
・
債

務
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
と
し
て
、
企
業
会
計
の
慣

行
を
参
考
と
し
た
貸
借
対

照
表
、
そ
の
他
の
財
務
書
類

の
作
成
が
求
め
ら
れ
、
新
し

い
公
会
計
制
度
の
導
入
、
い

わ
ゆ
る
公
会
計
改
革
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
新
し

い
公
会
計
制
度
は
、
実
際
に

現
金
の
支
払
い
の
な
い
公
共

施
設
等
の
資
産
価
値
の
減

少
分
を
減
価
償
却
費
と
し

て
算
定
す
る
な
ど
、
市
が
行

財
政
運
営
を
し
て
い
く
う
え

で
の
総
コ
ス
ト
情
報
を
明
ら

か
に
す
る
。
こ
の
総
コ
ス
ト 

情
報
に
よ
り
、
市
の
財
務
状

況
と
経
営
成
績
を
適
切
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
市
の
経
営
改
革

を
進
め
る
た
め
の
重
要
な

資
料
が
提
供
さ
れ
る
と
と

も
に
財
政
危
機
へ
の
早
期
対

応
を
可
能
に
す
る
と
い
う
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま

た
、
地
方
公
共
団
体
は
、
住

民
や
議
会
に
対
し
て
、
説
明

責
任
を
有
す
る
。
新
し
い
公

会
計
制
度
に
よ
り
、
財
務
書

類
を
作
成
し
、
わ
か
り
や
す

く
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

財
政
の
透
明
性
、
信
頼
性
を

高
め
、
そ
の
責
任
を
、
よ
り

適
切
に
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

な
お
、
本
市
は
新
し
い
公
会

計
制
度
に
よ
る
財
務
書
類

の
内
容
を
広
報
紙
な
ど
に

公
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

今
年
の
四
月
に
は
、
公
会
計

改
革
の
業
務
を
財
政
部
か

ら
会
計
課
に
移
管
し
、
公
会

計
改
革
を
組
織
と
し
て
、
継

続
的
に
行
う
よ
う
体
制
を

整
備
し
た
。
本
市
と
し
て
は
、

今
後
と
も
総
務
省
の
動
向 

を
注
視
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
新
し
い
公
会
計
制
度
の

導
入
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。 

「 

質
問 

」 

新
し
い
公
会
計
制
度
を 

推
進
す
る
た
め
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

習
志
野
市
で
は
平
成
二
十
年

度
決
算
か
ら
新
し
い
公
会
計

制
度
に
よ
る
財
務
書
類
を
作

成
し
、
公
表
し
て
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
早

稲
田
大
学
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー

ビ
ス
研
究
所
か
ら
、
平
成
二

十
三
年
度
に
「  

サ
ー
テ
ィ

フ
ィ
ケ
イ
ト
・オ
ブ
・グ
ッ
ド
・

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
賞
」、

平
成
二
十
四
年
度
に
は

「  
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト
・オ

ブ
・グ
ッ
ド
・エ
フ
ォ
ー
ツ
賞
」

を
受
賞
し
た
。
「  

サ
ー
テ
ィ

フ
ィ
ケ
イ
ト
・オ
ブ
・グ
ッ
ド
・

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
賞
」は
、

市
民
に
対
す
る
優
れ
た
財

務
情
報
の
公
開
の
実
務
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「  

サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト
・オ

ブ
・グ
ッ
ド
・エ
フ
ォ
ー
ツ
賞
」 

は
、
財
務
情
報
開
示
に
対
す

る
積
極
的
な
姿
勢
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

「 

質
問 

」 

新
し
い
公
会
計
制
度
は 

公
共
施
設
の
再
生
に 

ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
。 

「 

回
答 

」 

新
し
い
公
会
計
制
度
は
現

在
の
公
会
計
制
度
、
い
わ
ゆ

る
官
庁
会
計
に
企
業
会
計

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
官
庁
会
計
で

は
見
え
に
く
い
資
産
や
負
債

の
情
報
（
ス
ト
ッ
ク
情
報
）や
、

特
に
減
価
償
却
費
な
ど
を

含
め
た
行
政
活
動
の
総
コ
ス

ト
情
報
を
、
事
業
ご
と
、
施

設
ご
と
に
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
公
共
施

設
再
生
の
必
要
性
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

と
え
ば
、
習
志
野
市
は
、
平

成
二
十
年
度
決
算
か
ら
企

業
会
計
の
考
え
方
を
導
入

し
た
「  

財
務
報
告
書
」を
作

成
し
、
公
表
し
て
い
る
。
そ
の

分
析
結
果
か
ら
「  

そ
れ
ま
で
、

市
の
厳
し
い
財
政
事
情
か
ら 

施
設
の
更
新
を
控
え
て
い
た

た
め
に
、
施
設
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
」と
い
う
将
来

に
向
け
た
大
き
な
課
題
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
。
こ
れ
は
新
し
い

公
会
計
制
度
に
よ
る
財
務

情
報
が
今
後
の
公
共
施
設

の
再
生
を
考
え
る
う
え
で
の

重
要
な
基
礎
デ
ー
タ
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
新
し
い
公
会
計
制
度

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

公
共
施
設
の
再
生
計
画
に

必
要
な
基
礎
デ
ー
タ
と
な

る
、
施
設
別
の
維
持
コ
ス
ト

や
資
産
デ
ー
タ
の
分
析
が

可
能
と
な
る
。
そ
の
こ
と
を

分
か
り
や
す
く
市
民
の
皆
様

や
議
会
に
対
し
開
示
す
る
こ

と
で
、
公
共
施
設
の
再
生
計

画
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
な

お
、
今
年
三
月
に
発
行
さ
れ

ま
し
た
「  

習
志
野
市
公
共

施
設
再
生
計
画
」の
「  

デ
ー

タ
編
」に
収
め
ら
れ
て
い
る

「  

施
設
カ
ル
テ
」の
な
か
の 

「 

事
業
費
」「 

減
価
償
却
費
」

「 

人
件
費
」
は
新
し
い
公
会
計

制
度
に
よ
る
総
コ
ス
ト
情
報
の

活
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

  

「 

回
答
（
企
業
管
理
者
） 

」 

「  

地
方
財
政
法
施
行
令
第

三
十
七
条
」
に
規
定
さ
れ
て

い
る
公
営
事
業
で
あ
れ
ば
、

条
例
で
定
め
る
こ
と
で
適
用

事
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
事
業
を
公
営
事
業

と
し
て
展
開
す
る
に
は
、
会

計
の
独
立
採
算
、
受
益
者
負

担
の
原
則
を
遵
守
し
、
す
べ

て
の
費
用
を
事
業
収
入
で
賄

う
こ
と
が
基
本
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
で
、
私
ど

も
が
調
査
し
た
範
囲
内
で

は
、
公
共
ホ
ー
ル
を
公
営
事

業
と
し
て
経
営
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
は
、
見
当
た
ら
な

い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
地

方
公
営
企
業
は
、
地
方
公
営

企
業
法
第
三
条
に
掲
げ
る
、

経
営
の
基
本
原
則
す
な
わ

ち
、
「  

企
業
の
経
済
性
の
発

揮
」及
び
「  

公
共
の
福
祉
の

増
進
」を
調
和
さ
せ
な
が
ら

実
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、

現
状
の
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、

こ
れ
ら
の
原
理
・
原
則
に
照

ら
す
と
、
経
営
を
受
け
継
ぐ

こ
と
は
で
き
な
い
。 

「 

質
問 

」 

財
団
法
人
か
ら
公
益
財
団

法
人
に
な
り
公
益
化
を
図
っ

た
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
。

「 

回
答 

」 
平
成
二
十
年
十
二
月
に
施

行
さ
れ
た
公
益
法
人
制
度

の
抜
本
的
な
改
革
で
は
、
財

団
法
人
は
、
公
益
法
人
制
度

改
革
関
連
三
法
の
適
用
を

受
け
る
た
め
、
平
成
二
十
年

十
二
月
か
ら
平
成
二
十
五

年
十
一
月
末
ま
で
に
、
一
般

財
団
法
人
、
又
は
公
益
財
団

法
人
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
、

認
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
須

だ
っ
た
。
公
益
財
団
法
人
の

認
定
基
準
は
、
公
益
社
団
法

人
及
び
公
益
財
団
法
人
の

認
定
等
に
関
す
る
法
律
の

第
五
条
第
一
号
か
ら
第
十

八
号
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

第
一
号
に
は
、
学
術
、
技
芸
、

慈
善
、
そ
の
他
の
公
益
に
関

す
る
二
十
三
の
公
益
目
的

事
業
を
行
う
こ
と
を
主
た

る
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り

理
事
会
で
の
協
議
を
経
て
、

公
益
化
へ
の
移
行
を
平
成
二

十
四
年
四
月
決
定
し
た
。 

3 2 

習
志
野
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

（鷺
沼
）に
つ
い
て 

「 

質
問 

」 

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

今
回
の
閉
鎖
を
受
け
市
民

の
方
か
ら
は
、
今
議
会
に
提

出
さ
れ
た
「  

習
志
野
市
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
（
鷺
沼
）
の
早

期
再
開
に
関
す
る
請
願
」
を

は
じ
め
、
電
話
や
メ
ー
ル
な

ど
約
百
六
十
件
の
要
望
が

出
さ
れ
た
。
市
は
、
ま
ず
暫

定
対
策
と
し
て
、
鷺
沼
連
合

町
会
及
び
社
会
福
祉
法
人

江
戸
川
豊
生
会
の
ご
理
解

ご
協
力
を
頂
く
中
、
十
二
月

二
日
か
ら
鷺
沼
連
合
会
館

及
び
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白

鷺
園 

園
庭
を
使
用
し
、
業

務
を
再
開
し
、
閉
鎖
し
て
い

る
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
建
物

の
補
修
補
強
の
方
法
等
に
つ

い
て
、
検
討
を
重
ね
て
い
る
。 

を
支
援
す
る
こ
と
。
二
点
目

と
し
て
、
施
設
整
備
の
改
修

に
つ
い
て
は
、
建
物
の
耐
用

年
数
を
考
慮
し
、
抜
本
的
な

管
理
形
態
の
見
直
し
も
必

要
で
あ
る
こ
と
。
三
点
目
と

し
て
、
公
益
財
団
法
人
習
志

野
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
法
人
の
実
績
と

経
験
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
。

以
上
の
三
点
で
あ
る
。
こ
れ

を
受
け
、
法
人
か
ら
は
、
去

る
十
一
月
十
二
日
付
け
で

習
志
野
市
の
直
営
施
設
と

し
て
改
修
を
実
施
し
て
頂
く
、

法
人
の
資
産
お
よ
び
負
債

を
市
に
受
領
、
引
き
受
け
て

欲
し
い
旨
の
依
頼
文
章
が
提

出
さ
れ
た
。
今
後
は
、
習
志

野
文
化
ホ
ー
ル
を
市
に
よ
る

運
営
を
前
提
に
協
議
し
、
新

た
な
管
理
運
営
体
制
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
七
年
度
当

初
か
ら
の
実
施
を
め
ざ
し
、

平
成
二
十
五
年
度
中
に
具

体
案
を
作
成
し
て
い
く
。 

「 

質
問 

」 

企
業
局
が
、
習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
の
経
営
母
体
と
し
て
、

引
き
受
け
ら
れ
な
い
か
。 

  

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
に 

つ
い
て 

「 

質
問 

」 

平
成
二
十
五
年 

第
三
回 

定

例
会
（九
月
議
会
）以
降
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う 

「 

回
答 

」 

開
館
後
三
十
五
年
が
経
過

し
、
施
設
設
備
の
老
朽
化
が

進
む
中
で
、
自
ら
資
金
調
達

に
よ
る
改
修
が
不
可
能
な

状
態
と
な
っ
て
お
り
、
公
益

財
団
法
人
習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
か
ら
は
、
平
成
二
十

五
年
八
月
二
十
九
日
付
け

で
、
習
志
野
市
及
び
教
育
委

員
会
に
対
し
、
協
力
要
請
の

文
章
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
、

九
月
定
例
会
で
答
え
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
課
題
解
決

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

だ
け
で
は
な
く
、
習
志
野
市

と
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

千
葉
県
公
益
法
人
室
、
市
町

村
課
と
も
協
議
を
重
ね
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
三

点
を
確
認
し
た
。
一
点
目
と

し
て
、
文
化
芸
術
の
拠
点
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
維
持
存
続 


